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赤穂市消防本部と東備消防組合消防本部 

との林野火災合同訓練の実施について 

 

１．趣 旨 

  兵庫、岡山県境間における大規模林野火災を想定し、赤穂市消防本部と東備

消防組合消防本部（以下「東備消防組合」という。）との連携、協力体制の   

確認及び林野火災防御技術の向上を図る。また、兵庫県消防防災航空隊との 

連携及び消火活動要領についても確認することを目的に訓練を行います。 

 

２．内 容 

 ⑴ 日 時  

令和８年２月３日（火曜日）９時 00分から 10時 30分まで 

 

 ⑵ 場 所  

赤穂市加里屋 雄鷹台山（遠距離ホース延長及び物資投入） 

赤穂市中広 千種川河川敷右岸（航空機の場外離着陸場） 

 

 ⑶ 想 定  

兵庫県と岡山県の県境付近で林野火災が発生したため「兵庫、岡山両県 

境間における消防相互応援協定」に基づき、東備消防組合に出動要請。 

また、兵庫県消防防災航空隊による物資搬送を要請。 

 

 ⑷ 参加機関 

   赤穂市消防本部 20名（指揮隊１隊・消防隊３隊・支援隊１隊） 

   東備消防組合  15名（指揮隊１隊・消防隊２隊） 

   兵庫県消防防災航空隊６名（ヘリコプター１機） 

   赤穂市消防団  15名（消防団２台） 

   合 計 車両 10台 航空機１機 人員 60名程度 

 

⑸ 訓練内容 

  詳細については、別紙のとおり 

 

⑹ そ の 他  

荒天以外は、訓練を行います。（延期なし） 

会 見 年 月 日 令和８年１月 20日（火曜日） 

担 当 課 消防本部 警防課 （担当者名：廣井 ） 

問い合わせ先 TEL：0791-43-6883 （内線：5204 ） FAX：0791-45-0119 



赤穂市消防本部と東備消防組合消防本部 

との林野火災合同訓練の実施について 

 

１ 訓練目的 

  兵庫、岡山県境間における大規模林野火災を想定し、赤穂市消防本部と東備消防組合

消防本部（以下「東備消防組合」という。）との連携、協力体制の確認及び林野火災防御

技術の向上を図る。また、兵庫県消防防災航空隊との連携及び消火活動要領についても

確認する。 

 

２ 日 時 

  令和８年２月３日 火曜日 ９時００分から１０時３０分まで  ※雨天決行 

 

３ 場 所 

  赤穂市加里屋 雄鷹台山（ホース延長及び物資投入場所） 

  赤穂市中広 千種川河川敷緑地（航空隊の場外離着陸場所） 

 

４ 訓練想定 

  兵庫県と岡山県の県境付近で林野火災が発生したため、「兵庫、岡山両県境間における

消防相互応援協定」に基づき、東備消防組合に出動要請。また、兵庫県消防防災航空隊

による物資搬送を要請。 

 

５ 訓練参加機関 

  赤穂市消防本部２０名（指揮隊１隊・消防隊３隊・支援隊１隊） 

  東備消防組合 １５名（指揮隊１隊・消防隊２隊） 

兵庫県消防防災航空隊６名（ヘリコプター１機） 

  赤穂市消防団 １５名（消防団２台） 

合 計 車両１０台 航空機１機 人員６０名程度 

   

６ 訓練内容及び任務分担 

（1）赤穂市消防本部 

ア 赤穂指揮隊（赤穂２１）呼出し名称：赤消２１ 

・ファミリーマート赤穂さくら通り店に現場指揮本部を開設する。 

・ドローン及びヘリテレ画像による情報収集を行う。 

・各機関と連携し、消火活動の指揮を執る。 

イ 赤穂消防隊（赤穂２４） 

・雄鷹台山入山口付近の消火栓に水利部署する。（水利にあっては、積載水） 

・小隊長は、現場指揮本部から下命を受けた後、各隊と協力して、３合目まで   

ホース延長し、放水する。 

ウ 赤穂消防隊（赤穂３４）呼出し名称：赤消３４ 

・訓練資機材を積載後、出動してファミリーマート赤穂さくら通り店に部署する。 

・小隊長は、現場指揮本部から下命を受けた後、２合目付近において、航空隊の物

資投入支援を行い、投入された可搬式ポンプを設定して中継送水する。 



エ 赤穂消防隊（赤穂２８）呼出し名称：赤消２８ 

・増隊要請により、応援に駆け付けた東備消防組合と出動してファミリーマート 

赤穂さくら通り店に部署する。 

・小隊長は、現場指揮本部から下命を受けた後、各隊と協力して２合目までホース

延長し、放水する。 

オ 支援隊（赤穂３０）呼出し名称：赤消３０ 

・物資投入資機材（Ⅽ級可搬式ポンプ）を積載して出動する。 

・場外離着陸場を設定し、兵庫県消防防災航空隊の離着陸支援等を行う。 

 

（2）東備消防組合 

ア 指揮隊 

・ファミリーマート赤穂さくら通り店に部署し、赤穂消防指揮隊と連携する。 

イ 消防隊 

・ファミリーマート赤穂さくら通り店に到着後、小隊長は、現場指揮本部から下命

を受け１隊は用水路に水利部署し、赤穂消防隊（赤穂２４）に中継送水を行う。 

また、残り１隊は各隊と協力して、ホース延長及びジェットシューターを携行し、

３合目付近で放水する。 

 

（3）兵庫県消防防災航空隊 

・赤穂市消防本部から出動要請を受け出動する。 

・雄鷹台山付近上空にて、情報収集を実施する。 

・場外離着陸場にてＣ級可搬式ポンプを積載し、雄鷹台山２合目付近に投入する。 

 

（4）赤穂市消防団 

・消防隊のホース延長補助を行う。 

・ジェットシューター及びウォーターチャージャーを使用し、放水にあたる。 

・簡易水槽を２合目付近に設置する。 

・現場指揮本部付近で炊き出し訓練を行う。 

 

７ 訓練目標 

（1）各機関との連携強化及び部隊指揮者の指揮能力の向上 

（2）長距離ホース延長及び長距離送水要領の確認 

（3）航空機に対する安全管理及び的確な機体誘導 

（4）航空機による物資投入支援要領の確認 

（5）電話会議による航空隊要請要領の確認 

 

８ その他 

訓練を中止する場合は、訓練当日の午前８時までに決定する。なお、雨天決行とし、

荒天等による順延はなし。 


